
年度　授業計画（シラバス）

60 (4) 時間(単位)

前期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

各コマに
おける

授業予定

C発生（1⃣人体発生　2⃣組織・器官の発生）　D器官系統（1⃣定義　2⃣
器官系）　E人体の区分（1⃣区分　2⃣細区分　3⃣区分線）

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

体循環と肺循環の特徴・相違」を説明できる。動脈と静脈の相違を説
明できる。特殊な形態（吻合や伴行静脈など）を持つ血管を説明でき
る。心臓の構造・弁などを説明できる。

各コマに
おける

授業予定

３．脈管系　A総論（1⃣体循環と肺循環　2⃣血管の形態・構造）　B心臓
（1⃣位置・形態　2⃣構造　3⃣弁　4⃣心臓壁の構造　5⃣刺激伝導系）

2020

専門基礎分野 授業の方法 講義
授業時数(単位数)必修

予習も重要であるが、毎回の講義・演習問題の復習をして、理解できなかった事項を克服する。

毎回の小テスト、中間試験と前期試験の結果で総合評価する。前期試験は四肢択一、記述、論述を混合させた形式とす
る。

第
4
回

使用教材

医歯薬出版　解
剖学　配布プリン
ト

授業以外での準備学習
の具体的な内容

高校の生物学で習ったこと
を思い出す。教科書には
ないが数年前にオートファ
ジーでノーベル賞を授与さ
れた大隈先生で細胞内小
器官に再注目する。

第
5
回

第
2
回

医歯薬出版　解
剖学　配布プリン
ト

高校の生物学で習ったこと
を思い出す。教科書には
ないが数年前にオートファ
ジーでノーベル賞を授与さ
れた大隈先生で細胞内小
器官に再注目する。

第
3
回

医歯薬出版　解
剖学　配布プリン
ト

今話題の生殖医療につい
て調べる。前回の講義を理
解したうえで、小テストに挑
む。

内　　　容

解剖学の学問上の位置付けを理解　細胞の形と組織の種類・特徴を
説明できる。

授業を
通じての
到達目標

各コマに
おける

授業予定

医歯薬出版　解
剖学　配布プリン
ト

心電図、心音は生理学とコ
ラボレーションした予習を
する。前回の講義を理解し
ているか確認して小テスト
に備える。前回の講義を理
解したうえで、小テストに挑
む。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

生殖細胞（精子と卵子）と受精卵から組織・器官の発生過程を説明で
きる。人体の各部の名称を説明できる。

科  目  名

柔道整復学科

解剖学Ⅰ

科　目　区　分

医歯薬出版　解剖学　　　解剖学ハンドブック

医学の最も基礎となるのが正常な状態の構造を学ぶ解剖学である。解剖学的知識を習得し機能を学ぶ生理学、病態を学
ぶ病理学に繋がる。これらの流れで臨床に役立たせることを目的とする。解剖学では人体を系統別に分けて講義を進めて
行く。

学期及び曜時限

学        科

対 象 学 年

必修/選択の別

第2校舎201水曜1・2限１年 教室名

解剖学は地味な学問ですが、柔道整復師にとって最も重要な学問であることを認識すること。授業内容だけでなく、テレビ・
雑誌・インターネットなどで得られた情報も知識とすることを薦めます。各自マイ・ノート作りが肝要です。

担 当 教 員 池　宏海
実務経験と

その関連資格
過去25年間、大阪歯科大学解剖学講座に大学院生・助手・助教・講師として従事し
ていた。現在、開業医を務める傍ら、他の３校でも解剖学の講義を行っている。

医歯薬出版　解
剖学　配布プリン
ト

今話題の生殖医療につい
て調べる。前回の講義を理
解したうえで、小テストに挑
む。

１．人体解剖学概説　A意義と分類（1⃣意義　2⃣分類　3⃣用語）　B細胞
と組織（1⃣細胞　2⃣組織）

授業の
方法

第
1
回

講
義
形
式

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

解剖学の学問上の位置付けを理解　細胞の形と組織の種類・特徴を
説明できる。

各コマに
おける

授業予定

１．人体解剖学概説　A意義と分類（1⃣意義　2⃣分類　3⃣用語）　B細胞
と組織（1⃣細胞　2⃣組織）

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

生殖細胞（精子と卵子）と受精卵から組織・器官の発生過程を説明で
きる。人体の各部の名称を説明できる。

各コマに
おける

授業予定

C発生（1⃣人体発生　2⃣組織・器官の発生）　D器官系統（1⃣定義　2⃣
器官系）　E人体の区分（1⃣区分　2⃣細区分　3⃣区分線）



第
14
回

医歯薬出版　解
剖学　配布プリン
ト

下肢静脈瘤、深部静脈、
表在静脈について調べ
る。前回の講義を理解した
うえで、小テストに挑む。

第
12
回

医歯薬出版　解
剖学　配布プリン
ト

胸部と腹部の臓器につい
て調べる。前回の講義を理
解したうえで、小テストに挑
む。

第
13
回

医歯薬出版　解
剖学　配布プリン
ト

下肢静脈瘤、深部静脈、
表在静脈について調べ
る。前回の講義を理解した
うえで、小テストに挑む。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

胸腹部・骨盤内部の主要な臓器に分布する動脈を説明できる。下肢
に分布する枝を説明できる。

第
10
回

医歯薬出版　解
剖学　配布プリン
ト

虚血性脳血管障害につい
て調べる。前回の講義を理
解したうえで、小テストに挑
む。

第
11
回

医歯薬出版　解
剖学　配布プリン
ト

胸部と腹部の臓器につい
て調べる。前回の講義を理
解したうえで、小テストに挑
む。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

上行大動脈と大動脈弓の枝・分布域を説明できる。頭頚部に分布する
総頚動脈を説明できる。上肢に分布する枝を説明できる。

各コマに
おける

授業予定
C－２体循環　1⃣動脈系（大動脈、頭頚部の動脈、上肢の動脈）

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

胸腹部・骨盤内部の主要な臓器に分布する動脈を説明できる。下肢
に分布する枝を説明できる。

各コマに
おける

授業予定

C－２体循環　1⃣動脈系（胸大動脈、腹大動脈、骨盤部の動脈、下肢
の動脈）

第
8
回

医歯薬出版　解
剖学　配布プリン
ト

虚血性心疾患について調
べる。平成天皇陛下の心
臓バイパス手術に用いられ
た動脈とは何か調べてみ
る。前回の講義を理解した
うえで、小テストに挑む。

第
9
回

医歯薬出版　解
剖学　配布プリン
ト

虚血性脳血管障害につい
て調べる。前回の講義を理
解したうえで、小テストに挑
む。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

心臓の栄養血管を説明できる。心臓を支配する交感神経と副交感神
経を理解する。心膜を構成する線維性心膜と漿膜性心膜を説明でき
る。

各コマに
おける

授業予定

３．脈管系　B心臓（6⃣心臓の脈管　7⃣心臓の神経　8⃣心膜））　C－１
肺循環

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

上行大動脈と大動脈弓の枝・分布域を説明できる。頭頚部に分布する
総頚動脈を説明できる。上肢に分布する枝を説明できる。

各コマに
おける

授業予定
C－２体循環　1⃣動脈系（大動脈、頭頚部の動脈、上肢の動脈）

医歯薬出版　解
剖学　配布プリン
ト

虚血性心疾患について調
べる。平成天皇陛下の心
臓バイパス手術に用いられ
た動脈とは何か調べてみ
る。前回の講義を理解した
うえで、小テストに挑む。

３．脈管系　B心臓（6⃣心臓の脈管　7⃣心臓の神経　8⃣心膜））　C－１
肺循環

心電図、心音は生理学とコ
ラボレーションした予習を
する。前回の講義を理解し
ているか確認して小テスト
に備える。前回の講義を理
解したうえで、小テストに挑
む。

第
6
回

第
7
回

使用教材
授業以外での準備学習

の具体的な内容

第
15
回

医歯薬出版　解
剖学　配布プリン
ト

舌の機能を調べる。消化
器系と呼吸器系に属する
咽頭の特徴を調べる。前
回の講義を理解したうえ
で、小テストに挑む。

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

心臓の栄養血管を説明できる。心臓を支配する交感神経と副交感神
経を理解する。心膜を構成する線維性心膜と漿膜性心膜を説明でき
る。

各コマに
おける

授業予定

医歯薬出版　解
剖学　配布プリン
ト

授業の
方法 内　　　容

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

体循環と肺循環の特徴・相違」を説明できる。動脈と静脈の相違を説
明できる。特殊な形態（吻合や伴行静脈など）を持つ血管を説明でき
る。心臓の構造・弁などを説明できる。

各コマに
おける

授業予定

３．脈管系　A総論（1⃣体循環と肺循環　2⃣血管の形態・構造）　B心臓
（1⃣位置・形態　2⃣構造　3⃣弁　4⃣心臓壁の構造　5⃣刺激伝導系）

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

消化器系の組織学的基本構造を説明できる。口腔壁の構造、歯、舌、
唾液腺を説明できる。呼吸器系と呼吸器系の両系に属する咽頭を上
中下に分けて説明できる。

各コマに
おける

授業予定

４．内臓系　A消化器系（1⃣消化器の働き　2⃣消化器の種類・構造〔口
腔～咽頭～食道〕）

各コマに
おける

授業予定

C－２体循環　1⃣動脈系（胸大動脈、腹大動脈、骨盤部の動脈、下肢
の動脈）

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

大静脈と全身の静脈の種類を説明できる。特殊な形態を持つ皮静脈・
奇静脈・門脈を説明できる。

各コマに
おける

授業予定

C－２体循環　2⃣静脈系（上大静脈、下大静脈、門脈、骨盤の静脈、
下肢の静脈）　3⃣胎児循環　Dリンパ系（1⃣リンパ本幹2⃣リンパ性器官）

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

大静脈と全身の静脈の種類を説明できる。特殊な形態を持つ皮静脈・
奇静脈・門脈を説明できる。

各コマに
おける

授業予定

C－２体循環　2⃣静脈系（上大静脈、下大静脈、門脈、骨盤の静脈、
下肢の静脈）　3⃣胎児循環　Dリンパ系（1⃣リンパ本幹2⃣リンパ性器官）


